









































































































































　フローレンスは 1879年 1月 12日、ロンドン北方 10 マイルのエンフィー





　フローレンスは 5歳からNational Infants’ Schoolで学び始め、姉に続いて
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6上級の学校に進学し 15歳まで学んだ。幼少より文学に興味を示したと言わ


























1905年Hyattが The Pocket Thomas Hardyの出版を企画したことからフローレ
ンスとハーディの接点が始まった。
　こうしてハーディとの交渉が進展するなかで、1906年頃フローレンスは
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8　ハーディによって立て続けに書かれた次のような推薦文を見るとき、彼が
フローレンスに寄せる熱い想いが伝わってくる。ロンドンのアシニュウムか














































与えられるようにと骨折ったのである。一年後の 1908年 8月 17日にはクレ
メント・キング・ショーターに宛てた次のような手紙も残っている。ショー
ターは Illustrated London Newsや English Illustrated Magazineの編集長を務め、
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10
よく彼のオールドバラの別荘を訪ねて、各界の著名人らとの交友を楽しんで










げてしまい、ローカル紙に“Eminent Authors on the Mud”と書かれる事件となっ
た。二人の関係はその実態は誰にも分からなかったが、十分に人目につくも
のとなっていたのである。




































に 1910年の日付があり、フォートナイトリ・レヴュ （ー1911年 4月号）に発






る。しかし、この頃のハーディの心象風景は 1910年の日付をもつ ‘Satires of 
Circumstance’の詩群に描かれた世界に近いものであったのではなかろうか。
生の実態はハーディには如何ともしがたい皮肉な状況に動かされているぞっ
とするようなものなのだと。これは短編集 Life’s Little Ironies（1894）の世界
と通底するものでもあろう。
　この詩集の批評が ‘Satires of Circumstance’の詩群に集中し、「ある詩はあま
りにもぞっとする」（Academy 1914年 11月 28日）とか「イギリス詩にとって

































































































　この詩は勿論 1912年 4月 15日未明、不沈艦と言われた当時世界最大の豪
華客船タイタニック号が乗員乗客 1513人とともに沈没した、世界最悪の海
難事故を悼んで作られたものである。だがそこでうたわれているのは個人












はなく、ロングセラーを目指したハーディは、1911年 6月 24日、6月 28日
のマクミランに宛てた手紙などが示すように自分の手になる全集出版に強い
意欲を示した。ハーディは自分の小説全てに目を通して推敲を重ね、それぞ
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トマス・ハーディの文学―その晩年の軌跡　　　17
あなたのフローレンス・ダグデイル
















































































































ディは全集出版と第四詩集 Satires of Circumstance出版にために忙しく、フ




























































































































  E. L. ハーディ










































‘From Her Lonely Husband, with the Old Affection’と記した花輪を捧げた。
　女主人を失ったマックス・ゲイトには妹のケイトやフローレンスが呼ばれ












ス詩の中でもっとも美しく、もっとも感動的だとされるエレジー “Poems of 
1912-13”である。
　“Poems of 1912-13”（最初に発表された時は 18編であったが、のちに 21編
とされた）はすべてエマをうたった詩群である。詩群にはヴァージルの叙事





































































































































第一節四行目の ‘And the unseen waters’ ejaculations awe me’はエマの “Some 
Recollections”の崖の上をエマは馬に乗り、ハーディはそばを歩いた場面の






付されているが、それらは 1870年 3月と 1913年 3月という、ハーディがこ
の地を訪ねた日付であり、43年の時の経過を物語る。
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30
　　　　ビーニィの崖














































   　　1913年
　第一節の四行目の ‘Of waters rife with revelry’「大騒ぎをして寄せては返す
波の様子」を表す見慣れない言葉 ‘revelry’はエマが “Some Recollections”の
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